●施工計画書
施工計画書には、工事内容に関係のない内容が含まれないようにしなければならない。また、内容を変更する必要が生じた場合、速やかに監督職員に報告するとともに、施工等に支障がないように適切な措置を講じ、変更施工計画書を提出する。

施工計画書に記載する内容は、以下の項目を参考とし作成する。
· 工事概要
· 実施工程表（着手後７日以内に提出する簡素工程表ではない）
· 現場組織表
· 安全管理（安全委員会、安全教育）
· 施工方法
※工事ごと現場に併せた内容
※各種試験方法、試験計画
※仮設計画（仮設計画図を添付）、養生計画
· 施工管理計画（工程管理、品質管理、写真管理、作業時間）
· 緊急時の体制及び対策
緊急時の体制（組織図、緊急時の連絡系統図、災害発生時の対応）
南海トラフ地震に関する情報（臨時）に伴う臨機の措置
· 交通管理
· 環境対策（低騒音型、低振動型、排ガス対策、騒音規制法、振動規制法）
· 現場作業環境の整備
（工事現場および現場事務所のイメージアップ、作業員の衛生管理　等）
· 有資格者証の写し
· その他
工事提出書類一覧表を添付　　※確認欄にしゅん工までの該当項目にチェック記入
　　　　　　　　　　　　　　※しゅん工までの該当試験項目を個別に○印をつける
諸官庁提出一覧表を添付　　　※該当欄にしゅん工までの該当項目にチェック記入
試験項目一覧表　　　　　　　※該当欄にしゅん工までの該当項目にチェック記入

（該当器具がある場合に添付）
主要器具取付高さ一覧表　　　※確認欄にしゅん工までの該当項目にチェック記入


施工計画作成例として、愛知県建設局の
土木工事現場必携「第2章／2-2書類作成の手引き／6-2施工計画書の作成例」を参考にしてください。

※愛知県建設局『土木工事現場必携』は下記URLから最新版がダウンロードできます。
http://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/gijyutsu/kijyun.html


●施工図
· 必ず「施工図」と言う言葉を図面名称または図枠内右下付近に表記する。
· 細かくなり過ぎないような縮尺とする。（発注図の縮尺に揃える必要はない）
· 図面サイズはこだわらない。ただし、記載縮尺と印刷縮尺は合わせる。
（発注図サイズＡ２に揃える必要は無い。Ａ１、Ａ３でもかまわない。）
· 関連工事がある場合、施工図内にあるものは全て関連工事の内容を反映したものでなければならない。
（例）建築工事の家具、面台、梁、建具などの位置と寸法。電気工事のスイッチ類、照明、放送設備などの位置。
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